
No. お困りごと、課題、ニーズの内容

38

【障がい者の運転免許取得を支援する仕組みがほしい】

障害・経済的な理由もありますが、障がい者の自動車運転免許の保有率が少なく感じます。また、完全自動

運転車の実現にはまだ時間がかかります。障がい者の自動車運転免許取得や中途障害者の運転再開（運

転リハビリ）に対して人的支援がないので、共交通機関の利用による感染リスクを下げる為にも産官学医連

携で支援する仕組みを構築してほしいです。

37

【障がい者がクラウドソーシングで収入が得られる仕組みを作ってほしい】

市内の主な産業が製造業なので、一般就労できる障がい者が限られてしまいます。一般就労が難しい障がい

者に対して技術・技能を身につけさせ、クラウドソーシングで収入を得られる様に支援する仕組みがあるとありが

たいです。

36

【非接触で「タクシー料金助成利用金」を使用できる仕組みを作ってほしい】

タクシーの支払いの時にキャッシュレス決済を使用していますが、「タクシー料金助成利用券」は現状、乗務員

が切り取る事になっており接触感染の危険性があります。非接触で「タクシー料金助成利用券」が使用できる

仕組みを作って下さい。また、言語障害があるとマスクをしていると乗務員に目的地が伝わらない可能性があり

ます。もし、スマホアプリを製作する場合は目的地をタクシーのカーナビに転送できる仕組みも実装できると良い

と思います。

35

【コワーキングスペースを作ってほしい】

家庭の事情や住環境によりテレワークが難しい人がいます。空き家などの遊休地を使用し、感染対策を講じた

ソロワーキングスペースを作って下さい。

34

【気軽に利用できるデリバリーの仕組みを考えてほしい】

市内の飲食店では、テイクアウト可能な店が増えてきましたが、デリバリー可能な店はまだ少ないです。また、デ

リバリー可能な店では最低注文金額などの諸条件が決められており、気軽に利用できません。「Uber Eats」

などの宅配代行サービスを誘致するか市独自で仕組みを考えて下さい。

Matching！

33

【外国人向け日本語教室をリモート等で安全安心に開講したい】

市内在住の外国人向けの日本語教室のほとんどが、開講できなかったり、人数（5名以下）やレベル制限

（0.1レベルのみ）等での開講となっています。

日本人向けの学校や大学等はリモート授業等、代替の学習機会が準備されていますが、地域外国人の生

活基盤となる言語保証や多文化共生社会の構築の観点からの”つながり”の部分で取り残されているように感

じます。

Matching！

32

【ウイルスの存在や危険性を子どもに理解させるツールがほしい】

小さな子どもには目に見えないウイルスの存在が認識できず、無駄に物を触ったり手を口にもっていったりするこ

との危険性が分かりません。そこで、ウイルスの存在が目に見えるアプリや講習があったらと思います。

31

【混雑状況が分かるシステムを開発してほしい】

新型コロナウィルス感染症の影響で人混みを避けなければならないので、現在の人の混み具合が分かるシステ

ムを開発してほしいです。

12/16 時点



30

【新しい生活様式に合った地域行事を提案してほしい】

夏祭りや老人クラブなど自治区レベルでの行事が中止になっています。地域全体での関わり合いは大切だと思

います。毎回楽しみにされている方もいるため、自治区での行事は出来るだけ行った方が、お互いの顔も見れ

ていいかなと思います。感染対策や行事企画の面で専門の方に関わって頂き、新しい生活様式に沿った行事

ができるようになると早く再開できるのではないかと考えます。

29

【食材や日用品のデリバリーサービスを拡充してほしい】

私の住む地域は、デリバリーやネットスーパーが使えません。個人宅配はありますが利用はしていません。

知人や親戚に代理購入を頼めますが、現状では安易に相談もしにくいと感じます。

このような場合に、単発で食材や日用品を代理購入して、自宅玄関前まで届けてくれるサービスが欲しいで

す。

そのサービスが使えたら、疑わしい人も自宅で過ごせる事となるので、市内のスーパー等での感染リスクも減ると

思います。

Matching！

28

【小学生がオンラインで楽しめるコンテンツを考えてほしい】

小学生が集団行動の楽しさ、大事さ（休み時間中のお友達との遊び・おしゃべり、わいわいする給食など）を

学ぶはずの学校で、それが叶わないため毎日とてもつまらなそうです。

いっそのことオンラインで授業や休み時間のコミュニケーションを図った方がよいのではと思いました。

オンラインに対応するためのパネルを設置するなど、子ども達が楽しいと思える環境にしてほしいです。

27

【フードデリバリーに対応した店舗を増やしてほしい】

フードデリバリーサービスができる店舗を増やしてほしいです。

Matching！

26

【飲食店において感染リスクの低い席配置を検討してほしい】

飲食店を利用すると席の間隔が空いてます。それよりは向き合って座った方が感染確率が高いと思います。で

きれば、向かい合わせをやめて、カウンター席のように配列して欲しいです。その方が話もしやすいです。

25

【オンラインで留学希望者が学べる場を作ってほしい】

海外留学をしたいのに、できない学生さんが多くいます。

世界各地とつながりがある豊田市の力で、各国の人と留学希望者をオンラインで繋げて学べる場ができたらい

いなと思います。

24

【オンラインを活用した子育て支援を推進してほしい】

男性の育休取得を推進し、プレパパ講座のオンライン開催により多くの方が正しい知識を持って、産後のママを

支えられる仕組みができると、ママもベビーも助かると思います。

23

【５G等を活用し、接触のないよりリアルなオンラインショッピングをしたい】

高齢化が進んでくると食品を含む買い物に対しての消費者の商品選択、配送、支払までが困難になってきま

す。そこで地域ならではの商品購入のしくみが必要です。まずは地産地消を目的とした市から安心感のもてる

商品から拡大、全国ネットへ展開していただければ、今、まだ、認識力ができる世代を基軸に商品を自宅で

5G等を活用していただき、自分の手にとっているかのように閲覧、選択できればと考えます。よろしく検討お願い

します。

22

【アルコールアレルギーにも対応できる店舗運営をしてほしい】

アルコールのアレルギーがあるのに必ずアルコール消毒をしないといけない店があり、入れません。

また、食事中に隣のテーブルにアルコールを吹きかけ消毒するので食事もできないので困っています。



21

【ラグビーに関連したオンラインイベントを開催してほしい】

素晴らしい経験となった１９年ラグビーワールドカップですが、「ラグビー＝接触多い」というイメージもあり、折角

のレガシーがなかったことにならないか不安です。

試合開催で交流のあった国とのオンライン企画での交流とか、タグラグビーもしくはオンラインラグビーゲームワール

ドカップなど開催してほしいです。（ラグビーゲームは少ないと思うので開発募集してもよいかもしれません。）

20

【新しい生活様式に合わせたスタジアムイベントを開催してほしい】

スタジアムのイベントが一家の楽しみなので、毎年恒例の行事も無くなってしまうのであれば悲しいです。

新しい生活様式企画を募り、上位入賞者には実際にスタジアムで企画開催してもらうなどのイベントを開催し

てほしいです。

19

【テイクアウト可能なお店の混雑状況をリアルタイムで共有できる仕組みがほしい】

テイクアウトできる飲食店が増えましたが、実際利用したときにすごく忙しい状況で、逆に申し訳なかったです。

混雑状況がリアルタイムで共有できる仕組みがあるとよいと思います。

18

【安心して温泉に入れる仕組みがほしい】

山間部の温泉が子供も大好きですが、多数の人と同じ湯船につかることには今後抵抗が出そうです。ただ、好

きな温泉旅館の経営が傾く恐れがある事も悲しいです。

家族風呂が使用可能な温泉・旅館を視える化し、オンラインで共有できるようにする、TV電話等で地域の語

り部（高齢者）との交流できる仕組み等があるとよいと思います。

17

【フードデリバリー時の「暑さ」を軽減できるアイデアがほしい】

夏の暑い時期にフードデリバリーを行うには、「暑さ対策」を考えないと、配達するスタッフの健康に支障が出な

いかと懸念しています。

何か体を冷却し、真夏の炎天下で運転・配送しても大丈夫な方法、アイデアがないでしょうか。

16

【手軽に使えるゴミ処理機がほしい】

毎日の生活ゴミの削減するためには、ゴミ処理機を各家庭が取り入れたらよりよい環境作りが出来ると思いま

す。

手軽に使えて、ゴミの量を減らせたら、週に2回のゴミ収集も週に1回、2週間に1回と削減が望め、コロナへの

感染リスクも減ると感じます。

15

【豊田市の飲食店の新型コロナ対策状況がわかるシステムが欲しい】

通常の営業内容に加えて新型コロナへの対策内容で店舗を条件検索（例：屋外テーブルあり）できるサイ

トがあるとよいと思います。

現状は『コロナ対策をしっかり実施できている店舗』の利用が推奨されていますが、定量的な判断基準がありま

せん。

そういったシステムがあれば、利用者としては安心してお店選びをすることができる一方で、店舗側も対策内容

をアピールして集客につなげられると思います。



14

【災害時の支援物資などの情報をオンラインで共有してほしい】

災害時、食料や物資の不足や供給遅れが予測されます。そんな時に、どこに何があるのか、どこへ行けば良い

のか…という情報をどうやって得られるかがわからないです。

災害の時期によっては、炎天下での行動になる可能性もあり、できるだけ”外出せずに”情報を掴んだり、必要

な物資の供給を受けたいです。

各家庭の備蓄の推奨、目安の情報提供、備蓄の推奨、備蓄品がない場合でも、市の十分なサポートが得ら

れるのかの情報があれば、自己防衛として備蓄するかどうかの選択もしやすいと思います。

また、避難先の状況（設備や物資、得られるサポートなど）の情報提供があればと思います。

13

【高齢者の安全な移動を確保してほしい】

高齢者の移動手段がどうしても自家用車になりがちです。マレットゴルフ場や高齢者向け施設への安全な移

動手段を自家用車以外で考えてほしいです。

12

【学校運営のオンライン化を進めてほしい】

学校にもっとネットを活用してほしいです。例えば学校からの各種連絡のやり取りや書類の受け渡しをWebでで

きるようにしたり、お金の決済もオンラインでできるようにしてほしいです。

11

【地元の店舗で買い物をしやすい仕組みがほしい】

できるだけ通販ではなく地元で買い物をしたいと考えていますが、市内、特に駅前周辺でのお買い物で、欲しい

物があった時に、どの店に何が置いてあるのかわからないことが多いです。

例えば御用聞きのようなシステムがあって、そこに入力すると、担当してくれる店が発注してくれて、店内引取も

しくは郵送してくれるサービスがあると地域の店と結びつきやすいと思います。

10

【ソーシャルディスタンスを保ちながら演奏できる場所がほしい】

コロナの影響で、楽器を演奏できない日々が続いています。三密回避のため、オンライン合奏等の事例も見ま

すが、自宅がマンションだったり住宅街だと、自宅で音を出すこともできません。ソーシャルディスタンスを保ちなが

ら、ビッグバンドの形で演奏となると、かなり大きな場所が必要となり、本番はもちろん、練習場所を探すのにも

苦労しています。楽器を演奏している方の共通の悩みだと思いますので、使用していない施設や建物の練習

場所としての貸し出しや、屋外で音を出しても迷惑にならないエリアの紹介などがあれば、今まで通り趣味を継

続できるのに、と思います。

9

【お産後の自宅での生活のサポートが受けられるようなシステムがほしい】

産後に利用できる産後ドゥーラ（※妊娠中や産後間もない女性の自宅を訪れ、上の子どものお世話等々を

サポートする専門家）のチケットや市からのサポートだったり、安心な食事の宅配（コロナの影響を受けてらっ

しゃる飲食のお店から）などを無料で受けられるようなものがあると大変有り難いです。

今はコロナの影響で周りの人に頼れないため、そういった妊婦さんの今の不安を解消して頂けますようサポートを

早急に検討していただけたらと思います。

8

【密にならない教室運営をしてほしい】

教室内に35～40人もの児童がいては、どんなに注意しても密になり、コロナが心配です。

7

【スクールサポーターを設置してほしい】

登下校の見守り。学級事務の補助。発達障害児の支援は、人手が足りません。地域で募集しても限界があ

るようです。企業と繋がることでこれらの問題を解決できないでしょうか。



6

【政府配布の布マスクの有効活用方法を提案してほしい】

政府配布の布マスクの寄付プロジェクトを立ち上げました。

6月19日時点で、70枚集まっています。

7月31日を締切りにしています。

これを、児童福祉施設や高齢者福祉施設に寄付することを考えていますが、もし、もっとよい活用方法があれ

ばと思って、応募します。

5

【雇用の確保をしてほしい】

豊田市はシンボルがひまわりなので空いている畑などに植えて観光にし、その種を油にする工場を作って名産品

にしたらと思います。

今お金に困っている方が働く場所が増えたらと思います。

4

【自治区での配布・回覧物等の情報をオンライン化してほしい】

配布・回覧物を、不特定多数の人がさわり、ウィルス等の感染源になる可能性がある。

配布・回覧に、人と人が接触する。また、手間・時間がかかる。

また、内容的にも関係が無い、興味関心が無い物が多い。

市や、自治区の配布・回覧物をオンライン化し、必要な人に必要な情報が届く仕組み作りをしてはどうでしょう

か？

3

【災害時の情報収集と情報提供をオンライン化してほしい】

災害発生時、人が避難所へ集中する事が予測されますが、これは安全という事もあるが、物や情報がここに

集中する為だと思います。住宅等の耐震化により、自宅待機が可能な世帯も多いと思うので、避難しなくて

も、各家庭の被災状況の情報収集と、例えば水・食料配布等の提供情報をオンラインでできる様にしてはどう

でしょうか？

2

【自宅でオンライン学習できる方法を教えてほしい】

授業のオンラインが手軽に出来るのであればコロナ自粛以外でも、学級閉鎖時や不登校の子達も参加できた

りと利用方法が広がります。

1

【子どもが付けたくなるマスクやアイデアがほしい】

子ども（5歳）がマスクを着けたがりません。

息苦しいし、遊ぶときに邪魔になるようです。

子どもがつけたくなるマスクや、マスクをつけたくなる仕組みがあれば、うれしいです。


